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プロローグ




「徳川時代にも、幾度か璽光じこう様のようなのが現われました。流行はやる流行はやらないは別として、信じ易い日本人は精神病医学のいわゆる憑依妄想を、たちまち生身の神仏に祭り上げたり、預言者扱いをして、常軌を逸した大騒ぎを始めるのです。私はそれが、良いとか悪いとか申すのではありません。兎とにも角かくにもここでは、徳川時代の最も代表的な生き仏の話も皆様に聴いて頂こうかと思うのです」

　奇談クラブの例の会場で、話し手の伊丹健一いたみけんいちは、こんな調子で始めました。四十前後の色の白い巨大な体格の持主で、極めてよく身体からだについた小豆あずき色の背広を着て居りますが、これが何なんとやらいう有名な川柳研究家とは知る人も少すくないでしょう。

「──知らぬが仏竹々とこき使い──という古い川柳があります。これは、江戸大伝馬町おおでんまちょうの豪家佐久間某さくまなにがしの家の下女お竹と申すものが、勿体もったいなくも大日如来の化身であったという寛永年間の伝説を詠んだもので、そのことは斎藤月岑さいとうげっしんの有名な『武江年表』にも載っており、当時は大変な騒ぎでした。が、川柳家などというものは、恐ろしく洒落しゃれたもので、この徳川期の璽光様ともいうべきお竹大日如来を冷かして、『お竹の尻を叩いたらカンと鳴り』とか『お竹殿どうだと凡夫尻を打ち』などと怪けしからぬ冒涜詩を作っております」

　伊丹健一の話は、こう面白く発展して行くのでした。
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　下女のお竹は、その時二十一、透き徹とおるような清廉な娘でした。主人の佐久間勘解由かげゆは、東照宮入国のお供をして大伝馬町に住み付き、代々公儀の御用達を勤める身分ですが、生得気むずかしく、物事に容捨ようしゃを知らぬ心掛けの人間で、それに連れ添う内儀のお杉すぎは、けちで嫉妬やきもちで、主人にも増して奉公人にはむずかしい人柄でした。

　下女のお竹は奉公人といっても遠縁の娘で、両親とも死に絶えて佐久間家に引取ひきとられ、奉公人同様にコキ使われていたのですから、その気兼苦労は一ひと通りではありません。

　お竹はそれにも拘かかわらずよくできた娘でした。十四の時に引取られて足掛八年、全く骨身も惜しまずに働いたのです。むずかしい主人と、吝嗇けちな内儀の間に挟まって、朝から晩まで、さいなみ続けられながら、三度の食事もおちおちとる暇もない程、──どうしてこんなにも身体からだが続くかと、自分で自分が疑われるほど、真に影も日向ひなたもなく働いてきたのでした。

　ところで、近ごろ思いもよらぬ災難がお竹の身辺を取巻とりまいて、真黒な渦を巻き始めたのです。手っ取り早く言えば、お竹はあまりにも素直過ぎ、優し過ぎ、そして美し過ぎたために、もろもろの悪魔外道が、いろいろと誘惑の手を伸べて、お竹を無間地獄へ引摺ひきずり込もうとしているのでした。

　二十一歳のお竹が急に美しくなったわけではありません。十四の時佐久間家に引取られた時から眼鼻立ちの端正な、笑顔の可愛らしい娘でしたが、お勝手の埃と脂に塗まみれて、ろくに磨き立てる隙も無いままに年を取り、誰も顧みる人も無いうちに二十一の年を迎えたのです。ところが、この春猿若勘三郎さるわかかんざぶろうの芝居見物に店中の者が揃って出かけた時、お竹はお内儀のお供で、初めて白粉おしろいというものを塗り、借物ながら柔やわらかい物を身に着けてきました。

「お前はまア、お竹さんかえ」

「生れ変ったんじゃないか」

「鏡を見て御覧よ、自分の顔がそれぐらい変ると大概眼を廻すから」

　店中の者にワイワイ言われてお竹はフと鏡を覗きました。

「あッ、──これが、あの私かしら」

　思わず自分の頬をつねって見たのも無理はありません。煤すすと脂を洗い落し、白いものを塗って紅を差したお竹の顔は、後に浅草の観音様の天井に描いた、狩野洞春美信かのうとうしゅんよしのぶの天女よりも美しく、そして神々こうごうしかったのです。

　お竹の持っている「女の美」が、恐ろしく晩熟で、二十一歳になってようやく「処女性」を完成したのかも知れません。兎も角その日ひ中橋南地なかばしなんちの猿若座の桝に納まったどんな客の中にも、お竹ほどの輝かがやかしい存在はたった一人も無かったことは事実でした。

　お竹はこの時を転機として、全く生れ変りました。もはや煤を被っても、脂と泥を塗っても、そして粗末な遠州縞のお仕着せ姿になっても、その汚きたなさの底に、ピカピカするもののあることを、誰も疑おうとはしなかったのです。

　どうかしたら、そのわざとらしい汚なさや、痛々しい粗末な身扮みなりが、かえって変態的に好奇心を煽って、お竹を益々美しいもの、輝やかしいもの、そして魅力的なものにしてしまったのかもわかりません。

「御生ごしょうだと口説かれお竹困る也」という古川柳──いやいやもっともっと冒涜的な夥おびただしい川柳詩は、このごろのお竹、つまり大日如来に祭り上げられる以前のお竹の心境と、その美しさを詠んだものでしょう。
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　お竹の美しさはその容貌かおかたちばかりでなく、その心栄えにあったことは、武江年表第二巻寛永年間記事に──「朝夕の飯米菜蔬さいそ、我食うべきものをこじきに施ほどこし、その身は主家の残れると、または流しの隅に網を釣りてたまりし物を食し、常に称名しょうみょう怠おこたる事なし」と伝えております。

　称名怠たることなしはおまけにしても、残飯残菜を食って八年の辛抱をしたことは事実で、これは内儀のお杉がケチであったためにしても、お竹の心掛けが非凡でなければできないことです。──いや今日の考え方から言えば、残飯残菜をあさって犬の如く生活し、その上主人の封建的な暴虐を助長させることは、良いことか悪いことかわかりませんが、兎も角も寛永年間の江戸では、こんなのが歎賞の的になっていたことは疑う余地もありません。

　こんな生活様式と、優しい心づかいと、そして透き徹るような美しさが、お竹の境遇をどんな事にしたか、大方の想像にお任せするとして、私はここで佐久間家の女中部屋に恋文の雨が降り、お竹の動くところ、牝犬めいぬを追う牡犬おいぬのように、店中の若い者が遠慮も気兼も忘れて、ゾロゾロとついて歩いたと言うに止とどめることにしましょう。

　その中でも一番熱心なのは、手代の金助きんすけという三十男と、与三郎よさぶろうという二十三の若造と、それから佐久間の倅の二十四になった伊太郎いたろうでした。三人の眼は朝から晩までお竹を追って、六条の真剣のように、火花を散らして切結きりむすんでいたのです。

　いやそれどころではありません。主人の佐久間勘解由当年五十歳の分別男が、お杉という古女房があり、伊太郎という年頃の倅があるにも拘らず、女房の眼を盗んでは、なんとかしてお竹を自分の側へ引付けておこうという、激しい欲望にさいなまされていることが、はたの眼にもハッキリと判るようになりました。

　ケチで嫉妬深い内儀のお杉はそれに感付かない筈はずはなく、お竹への風当りは、一日一日と激しくなるばかりで、優しくて明るかったお竹も、近頃は蔭に廻ってシクシクと泣いてばかりいる日が続いたのです。

　そのいじらしい姿を見て、金助と与三郎が義憤に燃えました。そして間がな隙がなお竹を庇かばい立てするのが、気性の激しい内儀のお杉の嫉妬を、一段とかき立てたことは言うまでもありません。

　このお竹を繞めぐる異常な関心の渦の外に、超然として眺めていた者がたった一人あります。下男の宇太松うたまつという、それは松の古木の瘤のような三十男でした。

　赤黒くて強健で、無口で頑固な宇太松は、眇目すがめで横肥よこぶとりがして、この上もない醜男ぶおとこでした。生れて以来、母親以外の女性に注意を払われたことも、声を掛けられたこともなく、自分もそれを意識して、出来るだけ若い女と顔を合せないように、やむを得ず顔を合せても、出来るだけ無愛想に、少し憎々しくさえ見えるように、むくつけき態度をとるのが癖になって居りました。

　もとより朋輩のお竹に、小言を言うわけでなく、取わけ意地悪をするのでもありませんが、少しわざとらしいほど素気そっけなく、そして無愛想に仕向けて、かつてお世辞も言わず、機嫌取りもせず、特別に庇い立てするなどということは、頼まれても出来そうはなかったのです。

　この空気の中で、大伝馬町の佐久間家には大変な騒ぎが持上もちあがりました。

「お内儀かみさんが見えないそうだ、奥では大騒ぎだ」

　少し蒼くなって、店に報告したのは、手代の与三郎でした。

「昨夜ゆうべは確かにいた筈だが」

　主人の勘解由もさすがに面喰めんくらって居ります。日ごろ内儀に平かでない者も、内儀の機嫌取りに没頭している者も、一様に動き出しました。出入の鳶とびの者を近い親類へ走らせたり、物置の戸を外したり、天井裏までを覗いたりしましたが、内儀のお杉は影も形もありません。

「あッ、誰か来て下さい、お内儀かみさんが」

　手代の金助が悲鳴を揚げたのは、大分陽が高くなってからでした。裏の潮入の井戸、平常は使い物にならないので、蓋をしたなりに放って置く浅い井戸の、重い石の蓋を起して見ると、その中に朝から捜し抜いている内儀のお杉が、浅ましい死体になって浮いているではありませんか。

　しかも、死骸の右手に確しかと握ったのは、お勝手に置いてあった、卸おろし立てのドキドキする出刃庖丁ぼうちょう。

「あッ」

　駆けつけた人達はさすがに肝をつぶしました。二三人の手で引揚げて朝日の射す庭に揚げて見ると、出刃庖丁を持った死骸の顔には、二眼と見られない、恐ろしい悪相がコビリ付いているのです。

「誰も口外してはならぬぞ──こいつは面倒なことになる、よいか、当人はこの間から気が変になっていて、潮入の井戸に飛込とびこんだことにするのだ」

　主人の勘解由はさすがに家名を大事にして、早くもこの事件を揉み消そうとしたのです。

「身投げした者が、井戸の中から自分の手で重い石の蓋が閉められるわけはねえだ」

　後ろで大変な抗議を申込もうしこむ者があります、皆みんなの顔が振り返ると、下男の宇太松が、およそ腑に落ちない顔をして、それを見返すのです。

「馬鹿ッ、お前の知ったことじゃ無い、黙っていろ」

　主人は真っ向からそれをキメ付けます。
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　主人の厳重な口留めにも拘らず、噂に枝葉がさして八方に飛びました。

「佐久間の内儀が、嫉妬が嵩こうじてあの綺麗な下女を殺そうとしたのだ。台所から出刃庖丁まで持出したが、悪い事は出来ない、神仏の罰で潮入の井戸に放り込まれたのだろう。何よりの證據しょうこは、あの死骸の悪相だ、般若はんにゃの面そっくりだというぜ」

　こんな噂を聴く度毎たびごとに、美しい下女のお竹は、店中からも世間からも、妙な眼で見られるようになって行ったのです。

　佐久間の店の中の、眼に見えない旋風は、それを切っかけに、又一段の激しさを加えました。手代の金助と与三郎、伜の伊太郎、それに主人の勘解由までが、四つ巴どもえになってお竹の後を──朝から晩まで、焼き付くような眼で追い廻したのです。

　第二の事件は、一と月経たないうちに起りました。

　今度はお竹に一番熱心だった手代の金助が、お勝手の天井に、天窓の紐でブラ下っていたのです。

　引おろして見ると、最早息も絶え、氷のように冷たくなって居りますが、懐中にお竹にあてて書いた、艶なまめかしい恋文を十六本も持っていたのは、立会たちあいの衆を驚かせました。

「首をつったのなら、踏台があるはずだ──隣の部屋から持ってきて、死骸のブラ下っていた下のあたりに引っくり返しておくのだ」

　主人は妙なところに、気が廻ります。内儀のお杉は自害ということにして、大分金をバラ撒まいて葬りましたが、踏台の無い首つりを検死に見とがめられては、今度は佐久間の暖簾のれんに関かかわらずには済みそうもありません。

「死骸が自分の足の下へ踏台を持って来るかね、馬鹿な話だ」

　相変らずズケズケ物を言うのは下男の宇太松でした。

「お前の口を出す場所じゃない、黙って引込んでいろ」

「ヘエ」

　主人に叱り飛ばされて、スゴスゴと自分の住んでいる物置に引下る宇太松を、皆んなは軽蔑し切った眼で見送って居ります。

　金と顔に物を言わせて、検死は無事に済みました。金助は雇人の身分を忘れて、放蕩に身を持ち崩し、店の金を大分費つかい込んで、縊死を遂げたということになってしまったのです。

　併しかし、お竹を繞って緊迫して行く空気は、それっきり納まるべくもありません。

　その頃、通旗籠町とおりはたごちょうに、御旅所おんたびどころを設けて、武州比企郡ぶしゅうひきぐんの修験者の玄沢坊げんたくぼうというのが居りました。袈裟けさ、兜巾ときん姿に、一本歯の足駄をはき、釈杖しゃくじょうを突き鳴らし、法螺ほらの貝を吹きながら、町々を勧進して歩き、御旅所では信者を集めて祈祷などをして居りましたが、思いの外ほかの信心を集めて、その頃神田日本橋一円の人気者になって居りました。

　もう四十七八にもなるでしょうか。眼の大きい、鼻の高い、頭髪の虎鬚で、何様容易ならぬ人相が江戸ッ児この好奇心を捉えたのでしょう。野球の応援団長と同じことで、修験者などもその人相が大きな役割を持つことは争われません。

　或日のこと、佐久間家の表掛りの磨き立てた銅あかの金具に、クヮッと夕陽の照りはえる頃、一本歯の足駄を踏み鳴らした修験者玄沢坊、表の入口一パイに立ちはだかって、いきなり朗々と法螺の貝を吹きはじめたのでした。

「御無用」

　誰かが店で怒鳴りました。虚無僧こむそうと間違えたのです。

「御無用とは無礼であろう。拙僧は奥州湯殿山おうしゅうゆとのさんの修験者玄沢と申す。御主人佐久間勘解由殿に御意を得たい」

「────」

「仏勅ぶっちょくで御座るぞ。何をぐずぐず召さる」

　虎鬚を喰い反らし、大眼玉をクヮッと剥くと、店にいた二三人は一ぺんに腰を抜かしてしまいました。

「これこれ何を騒ぐのだ、──何、修験者玄沢殿が見えた。丁寧にお通し申せ」

　奥から見兼ねて声を掛けたのは、主人の勘解由でした。

「どうぞ此方こちらへ」

「御免」

　一本歯を脱ぐと、修験者はそのまま、のっしのっしと家の中へ入ります。
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「佐久間氏、──頭ずが高いッ」

「────」

　奥の一室、主客相対すると、いきなり喰わせたのはこの一喝でした。東照宮の御思召おぼしめしで公儀におかせられても格別の御挨拶を下さる佐久間勘解由、公儀御用達とはいっても決して町人ではありません。生れて五十年、乞食修験者から極きめつけられようとは夢にも思わなかったのですが、修業を積んだ一喝を喰わされると、思わずハッと首を縮すくめたのは已やむを得ないことでした。

「この玄沢坊、昨夜霊夢を被こうむり、畏かしこくも仏勅を承たまわって参ったぞ」

「────」

「去いんぬる歳、拙僧湯殿山に籠り、生身の大日如来を拝まんと、三七二十一日の間、断食の熱願を籠めたのじゃ。すると満願の夜霊夢のお告げがあって、早速江戸に赴おもむき竹女と申す婢女はしためを捜せ、それこそはわが生身の形容に間違いもないとの仰せじゃ」

「────」

「その仏勅に従って江戸に参っては見たが、竹女と申す婢女はしためは甚はなはだ少くない。困こうじ果ててうかうか日を送ると、昨夜又々摩訶毘盧遮那仏まかころしゃなぶつ夢枕に現じてのお告つげに、大伝馬町の佐久間勘解由の許もとをなぜ訪ねて参らぬのじゃ、怠慢至極──と以もっての外の御叱りじゃ」

「────」

「此この家に竹女と申す女中がいられるに相違ない。それこそは衆生済度しゅじょうさいどのため、仮に卑しき婢女はしためと現じた、大日如来生身の御姿じゃ、早く、早く」

　玄沢坊にせき立てられて、佐久間勘解由、夢心地に立上ると、お勝手に小さくなって顫ふるえているお竹の手を取って伴つれて来ました。

「ハ、ハッ、勿体至極もない──これこそは、紛れもない生身の大日如来の御姿、まずはそれに直って、衆生の拝を受けさせられえ」

　玄沢坊は、前掛で濡れた手を拭いているお竹を、嫌も応もなく床の間に押上おしあげました。この騒ぎを聞いて、縁側には折重おりかさなるような人だかり、物好きな眼が障子からも唐紙の隙間からも覗きます。

「えッ、覗くな、無礼だぞ。眼が潰れたら何んとする。──奉公人共は庭に飛び降りて、其処そこから御姿を拝め」

　玄沢に怒鳴られると、縁側一パイの奉公人達は、バラバラバラと庭に飛降りると、思わず庭の土間に踞うずくまりました。

　床の間に押し上げられたお竹は、極り悪さに困じ果てて、幾度か逃げ出そうとしましたが、玄沢坊の大きな眼が、謹つつしみ深く──が不可抗的な威圧でそれをとどめ、貧乏揺ぎもさせることではありません。

　この噂は、その日のうちに、八方に伝わりました。江戸の噂の伝播力は、どんなに迅速なものであったか、それはいろいろの実証があげられます。

　翌あくる日は数千人の見物と参詣の人が、佐久間家の豪勢な屋敷をとりまき、近所の武家屋敷から、仲間足軽を繰出くりだして、その整理に忙殺されたほどです。

　佐久間家では裏門から庭に入れた参詣の人に、障子を払ってお竹大日如来を拝ませました。

　奥座敷の床の間に、大座布団ざぶとんを三枚重ねて座ったお竹は、お杉の遺した白無垢に輪袈裟を掛け、解き下げた髪、水晶の念珠を掛けて、両手を高々と合わせた姿は、全く生身の大日如来とも、弁天様とも言いたい姿でした。

　香を焚く人、鈴を鳴らす人、柏手を叩く人、勝手なまちまちの参詣の人が一段落になると、主人の佐久間勘解由は物蔭に玄沢坊を呼びました。

「ね、御坊、こんな事で大丈夫ですかえ」

「大丈夫？」

「賽銭の上りだけでも大したものだが、これがもし騙かたりとでも言われると──」

「とんでも無い、仏勅に騙りがあってたまりますかッ──賽銭の上りは心配することは無い、拙僧が貰って行く」

「驚いたなア、まア、それもよかろう。だが、これは本当に生身の大日如来かな、御坊。私には元のままのお竹としか見えないが」

　勘解由にはまだ疑問があったのです。

「何を言う──御主人、内儀が出刃庖丁を持って石の蓋をした井戸の中で死んでいたのは何んのせいだと思う」

「────」

「嫉妬に眼がくらんで、お竹殿──いや生身の大日如来を刺そうとした仏罰じゃ」

「金助が死んだのは？」

「お竹殿の閨ねやを犯そうとした為じゃ、──仏罰の恐ろしさは、ひしと身にこたえたであろう。お解りか」

「だが、もう一つ──」

「何んじゃな」

　勘解由はそれは言い兼ねた様子です。




五




　お竹大日如来の人気は、寛永年間の江戸中を気違いにしました。やがてその奇蹟に磨きがかかると、お竹の身体からだから後光が射して、流し元に置いた水盥──その隅に網を張って残飯を洗い流して食べたという、塗物の粗末な水盥からは、異様な光明が輝き出たと言われ、それが伝わり伝わって、時の将軍の耳に入り、台覧たいらんの栄を得るという騒ぎになりました。

「大丈夫かえ、御坊」

　事毎に神経を痛めるのは、主人の佐久間勘解由ですが、玄沢は三代将軍家光と四つに組んでもビクともすることではありません。

「驚くな御主人、お竹如来からは、確かに五光も射す、お勝手で使った水盥からは、確かに光明を発する」

　玄沢は自分の胸をドンと叩くのです。

　主人の迷いはまだ手軽でしたが、お竹の生身成仏に、一番困じ果てたのは倅の伊太郎と手代の与三郎でした。

　江戸中の人が大騒ぎをする生仏様であったにしても、飯も食い、水も呑み、夜になれば眠りもするお竹に対して、燃え上る恋心をどう鎮めたものでしょう。時には冒涜的な心持で、そっとお竹如来の体温を持った生身に触れて、玄沢坊の一喝を食う伊太郎の如きは「糞でも喰え、このままお竹と一緒に八寒地獄の底にも飛込もう」といった、この上もない邪教的な心持にさえなるのでした。

　それよりも更さらに困ったのは、生身の大日如来なる、お竹自身でした。御供物おくもつは毎日山の如く集まるので、食慾を満たすには何んの不自由もありませんが、床の間に日がな一日、お人形のように黙って坐っている辛気臭さは、お勝手で息をつく隙もなくコキ使われているより、どんなに骨が折れるかわからなかったのです。

　それより更に閉口したのは、滅多に手洗にも立てないことでした。生身の如来が繁々しげしげ便所に立つということは、どんなに冒涜的で馬鹿馬鹿しくて、そしてべらぼうなことでしょう。

　こんな矛盾した心持で幾日か経ちました。お竹大日如来の人気はいよいよ増すばかりで、刷物になり狂言にも仕組まれ、一世のジャーナリズムを沸騰させ、江戸ッ子を総気違いにしてしまいましたが、本人のお竹の心持は次第に暗く鬱陶うっとうしく、そして結ぼれて行くばかりだったのです。

　玄沢坊がこの家に現われてから一ヶ月目、ある月の無い晩のことでした。お竹は到頭とうとうたまりかねて、贅を尽した自分の部屋から、そっと脱ぬけ出してしまったのです。

　外は漆で塗った様な闇、一文無しの如来様が白無垢を着たなりで、一体何処どこまで行かれるでしょう。

　お竹は縁側に立ちフト迷いました。自分をこの迷信のるつぼから救い出してくれるのは、佐久間の倅の伊太郎か、手代の与三郎の外には無いような気がしましたが、この二人のうちには不思議な不純さを感じて、考えただけでもゾッと身内を顫わせるものがあったのです。お竹の透明な心には、内儀のお杉を殺したのは、自分を庇ってくれる気で、ツイやり過ぎた金助で、金助を殺したのは、それを知った伊太郎の仕業しわざではないかと思ったのです。

　お竹は白無垢のまま、パッと庭に飛降りると、物置の扉をコトコトと外から叩きました。

「誰だえ」

　中でゴソゴソ仕度をしたらしい下男の宇太松は、手燭をかかげてガラリと戸を開けました。

「あ、お前は」

　灯の前に立った神々しい白無垢姿を見ると、さすがに宇太松もギョッとした様子です。

「宇太松どん、私をつれて逃げておくれ」

「え？」

「私はもう我慢が出来ない。何処どこか気楽なところへ行きたい──山の中でも何でも構わないから、一緒に連れて行っておくれ」

「宜いいとも──お竹さんはこの上もない良い人間だが、如来様にしちゃ可哀相だ──第一この家はろくでもない奴がウヨウヨしているし、山師坊主がまたお前を喰物にしているようだ。一日いれば一日の難儀だ──ちょうど今頃が逃げ出す潮時だんべい」

「有難ありがとう宇太松どん、私は如来様なんかになりたくはない」

「人間は人間商売に越したものは無いよ」

「宇太松どん」

「そのなりで道中はなるめえ、少し汗臭いが俺のよそ行きがあるから男姿になるがいい」

　宇太松の出してくれた盲目縞めくらじまの袷あわせ、腹掛け、股引、お竹は灯に背いて手早くそれを着ると、手拭で頭を包んで、白足袋にわらじをはきました。

「いいか」

「え」

「じゃ出かけよう。路用はたんとはねえが、貰い溜めが十両ばかりある。これだけあれば俺が在所の信州までは楽な旅が出来るだろう──白無垢は其処そこへ突っ込んで行くがいい──如来様の夜逃げだ。どんな智慧者の玄沢坊も、これを表向きにして、追手をかけるわけには行くめえ。江戸の町さえ離れれば、あとは遊山ゆさん旅だ」

「宇太松どん」

「行こうよ、お竹さん、信州へ行ったら、正直正銘の人間になって、大飯を食ってうんと働いて誰に遠慮もなく暮そうよ」

「嬉しいよ、宇太松どん」

　二人は暫しばらく闇の中に、後も前さきも忘れて手を握り合って居りました。




フィナーレ




「これで私の話は終りました。お竹は憑依妄想の患者ではなく、この上もなく善良で、この上もなく忠誠な奉公人だったのです。お竹如来と宇太松の逐電は、主人の佐久間勘解由は言うまでもなく、玄沢坊をひどく落胆させましたが、まさか生身の如来様に追手をかけるわけにもいかず──お竹大日如来は、不意に湯殿山に帰られた──ということにして、一応は世間を胡麻化ごまかしました。

　さて、今の人々が聞いたら、さぞくすぐったい思いでしょうが、昔の人はこんな甘口な迷信に何んの詮索もせずに易々やすやすと引っ掛ったのです。いや、今でもそんな例が無いとは決して言えません。璽光様などというものが飛出すのは、時代錯誤ではなくて、寧むしろ日本人の信じ易い非科学的な生活の虚を衝つかれたような気がして、まことにくすぐったいことです。

　その中で川柳家だけが、冒涜的な皮肉を飛ばして、迷信を笑い飛ばすのが、せめもの慰めではありませんか──佐久間の下女は箔付の縮れ髪──などは洒落たものですね。では」

　話し手伊丹健一は川柳の良さを一寸ちょっと利かせて、そそくさと壇を下りました。
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